
（
租
税
判
例
研
究
）
 
 

青
色
申
告
に
対
す
る
更
正
の
理
由
附
記
と
海
外
渡
航
費
の
損
金
性
 
 

（
岡
山
地
裁
昭
和
四
七
年
二
月
三
日
判
決
）
 
 

稔
 
 

斉
 
藤
 
 

（
醜
税
鰯
論
恥
究
㌘
麒
）
 
 
 



青
色
申
告
に
対
す
る
更
正
の
理
由
附
託
と
海
外
渡
航
費
の
損
金
性
 
 
 

岡
山
地
裁
 
昭
和
四
七
年
二
月
三
日
判
決
 
 

（
昭
和
四
四
年
（
行
ウ
）
第
四
四
号
、
所
得
税
並
び
に
法
人
税
加
算
賦
課
更
正
処
分
取
消
請
求
事
件
、
原
告
株
式
会
社
倉
森
一
級
建
築
士
 
 
 

事
務
所
、
被
告
岡
山
税
務
署
長
）
 
 
 

行
政
事
件
裁
判
例
集
 
第
二
三
巻
 
第
一
、
二
号
一
頁
 
 

〔
参
考
 
本
件
は
確
定
〕
 
 
 

〔
事
実
〕
 
 

一
原
告
Ⅹ
は
、
株
主
約
一
〇
名
の
同
族
会
社
形
態
の
株
式
会
社
で
、
建
築
設
計
お
よ
び
建
築
監
督
を
目
的
と
し
、
青
色
申
告
提
出
の
承
認
を
 
 

受
け
て
い
る
。
 
 
 

同
社
は
、
昭
和
四
一
年
度
（
昭
和
四
一
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
四
二
年
三
月
三
一
日
ま
で
）
 
の
法
人
所
得
に
つ
き
、
所
得
金
額
八
七
三
、
〇
 
 

三
一
円
、
税
額
二
二
六
、
四
四
〇
円
と
し
て
申
告
し
た
。
 
 
 

こ
の
申
告
の
基
礎
と
な
っ
た
計
算
に
は
、
同
社
の
取
締
役
A
が
、
訴
外
株
式
会
社
B
社
主
催
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
建
築
視
察
団
に
加
わ
り
、
昭
和
 
 

四
一
年
八
月
四
日
か
ら
同
月
三
〇
日
ま
で
の
間
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
を
旅
行
し
た
費
用
五
六
万
円
が
、
研
究
費
と
し
て
損
金
に
計
上
さ
れ
て
い
 
 

た
。
 
 

二
 
被
告
Y
税
務
署
長
は
、
原
告
の
帳
簿
書
寮
等
を
調
査
し
、
前
記
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
費
用
五
六
万
円
が
、
原
告
の
業
務
の
遂
行
上
必
要
な
 
 

費
用
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
同
費
用
は
原
告
が
取
締
役
A
に
賞
与
と
し
て
支
出
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
認
定
し
、
昭
和
聖
二
年
一
二
月
二
 
 

五
日
付
で
、
原
告
の
所
得
金
額
を
一
、
四
三
三
、
〇
三
一
円
（
申
告
所
得
金
額
に
五
六
万
円
を
加
算
し
た
金
額
）
、
税
額
三
八
三
、
二
四
〇
円
、
 
 

青
色
申
告
に
対
す
る
更
正
の
理
由
附
託
と
海
外
渡
航
費
の
損
金
性
 
 
 



過
少
申
告
加
算
税
七
、
八
〇
〇
円
と
す
る
更
正
お
よ
び
賦
課
決
定
処
分
を
し
た
。
 
 

三
 
こ
の
課
税
処
分
通
知
書
に
ほ
、
更
正
の
理
由
と
し
て
、
「
加
算
、
研
究
費
の
否
認
（
夏
期
ヨ
一
口
ッ
ー
パ
建
築
視
察
旅
行
）
五
六
万
円
」
と
 
 

の
み
附
託
さ
れ
て
あ
っ
た
。
 
 

四
 

件
課
税
処
分
に
つ
き
審
査
請
求
し
た
と
こ
ろ
、
同
国
硯
局
長
は
、
同
年
三
月
七
日
付
で
、
同
審
査
請
求
を
棄
却
す
る
と
の
裁
決
を
な
し
、
同
月
 
 

一
三
日
、
原
告
に
通
知
し
た
。
 
 

五
 
原
告
ほ
、
こ
れ
を
不
服
と
し
、
被
告
の
な
し
た
前
記
課
税
処
分
の
取
消
を
求
め
て
、
本
件
訴
訟
に
及
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

な
お
、
こ
の
旅
行
の
目
的
な
い
し
内
容
は
、
判
決
の
認
定
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
事
実
の
も
の
で
あ
っ
た
。
 
 
 

鋸
 
旅
行
の
目
的
 
 
 

原
告
と
し
て
は
、
特
に
差
し
迫
っ
て
海
外
視
察
旅
行
を
必
要
と
す
る
具
体
的
な
目
的
は
な
か
っ
た
が
、
一
級
建
築
士
で
あ
る
取
締
役
A
の
 
 
 

琴
築
家
と
し
て
の
素
養
を
高
め
る
と
い
う
意
味
も
あ
っ
て
、
同
人
を
原
告
の
費
用
で
参
加
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

申
旅
行
先
お
よ
び
旅
行
経
路
 
 
 

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
、
モ
ス
ク
ワ
、
ヴ
ァ
ル
ー
ナ
、
イ
ス
タ
ン
プ
ー
ル
、
ア
テ
ネ
、
ナ
ポ
リ
、
ロ
ー
マ
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
、
ミ
ラ
ノ
、
チ
ュ
ー
リ
 
 
 

ッ
ヒ
、
パ
リ
、
ロ
ン
ド
ン
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
、
パ
リ
、
カ
イ
ロ
と
順
次
旅
行
し
、
各
都
市
の
主
要
 
 
 

建
築
物
を
視
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

伺
 
旅
行
中
の
行
動
 
 
 

取
締
役
A
は
、
旅
行
期
間
中
一
、
0
0
0
枚
を
こ
え
る
ス
ラ
イ
ド
写
真
を
凝
影
し
た
。
ま
た
、
予
定
さ
れ
て
い
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
旅
 
 
 

青
色
申
告
に
対
す
る
更
正
の
理
由
附
記
と
海
外
渡
航
費
の
換
金
性
 
 



行
中
に
開
催
さ
れ
た
が
、
専
門
的
な
分
野
ま
で
立
入
っ
た
い
わ
ゆ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
い
え
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
 
 
 

回
 
帰
国
後
の
報
告
等
 
 
 

取
締
役
A
か
ら
は
、
原
告
に
対
し
て
、
前
記
写
真
と
簡
単
な
旅
行
日
程
を
記
載
し
た
書
面
を
提
出
し
た
の
み
で
、
特
に
報
告
書
等
は
提
出
 
 
 

し
て
な
い
。
 
 
 

囲
 
他
の
参
加
者
と
そ
の
費
用
負
担
 
 
 

高
校
数
論
六
名
、
建
築
会
社
従
業
員
、
ホ
テ
ル
経
営
者
、
ト
ル
コ
風
呂
経
営
者
各
一
名
ほ
か
一
名
合
計
一
〇
名
が
、
同
時
に
参
加
し
た
 
 
 

が
、
A
ほ
か
」
名
を
除
く
九
名
の
者
は
、
旅
行
費
用
を
自
己
負
担
し
て
い
る
。
 
 
 

〔
原
告
の
主
張
〕
 
 

一
更
正
の
理
由
附
託
に
つ
い
て
 
 
 

本
件
更
正
処
分
の
理
由
附
記
に
不
備
が
あ
る
。
 
 
 

す
な
わ
ち
、
本
件
課
税
処
分
の
通
知
書
に
は
、
理
由
と
し
て
、
前
記
事
実
三
に
掲
げ
た
記
載
が
な
さ
れ
て
い
た
の
み
で
、
そ
の
否
認
し
な
け
 
 

れ
ば
な
ら
な
い
原
因
に
つ
い
て
、
原
告
を
納
得
さ
せ
る
に
足
る
記
載
を
欠
い
て
い
る
。
 
 

二
 
旅
行
費
用
の
損
金
性
に
つ
い
て
 
 
 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
視
察
旅
行
費
用
の
五
六
万
円
は
、
次
に
述
べ
る
よ
う
に
、
原
告
の
業
務
の
遂
行
上
必
要
な
費
用
で
あ
り
、
法
人
税
法
第
二
二
条
 
 

第
三
項
所
定
の
損
金
に
該
当
す
る
。
 
 
 

Ⅲ
 
最
近
の
楚
築
設
計
は
、
世
界
共
通
の
演
模
で
行
な
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
一
級
建
築
士
の
資
格
を
持
つ
原
告
会
社
の
取
締
 
 
 

役
が
、
建
築
物
の
構
造
設
計
の
研
究
の
た
め
、
古
い
歴
史
を
経
、
ま
た
近
代
建
築
物
の
粋
を
集
め
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
笹
築
物
を
視
察
し
 
 

青
色
申
告
に
対
す
る
更
正
の
理
由
附
記
と
海
外
渡
航
費
の
損
金
牲
 
 
 



て
お
く
こ
と
は
、
原
告
の
事
業
の
発
展
に
直
接
結
び
付
く
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

伺
 
こ
の
視
察
旅
行
の
成
果
は
、
や
が
て
原
告
の
業
績
の
う
え
に
現
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
っ
て
、
い
わ
ば
社
業
発
展
の
た
め
に
必
要
な
投
 
 
 

資
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

〔
被
告
の
主
張
〕
 
 

一
更
正
の
理
由
附
記
に
つ
い
て
 
 
 

本
件
課
税
処
分
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
更
正
処
分
の
理
由
附
記
に
よ
っ
て
、
否
認
の
対
象
事
項
も
金
額
も
明
白
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
程
度
の
 
 

記
載
で
あ
っ
て
も
、
理
由
の
記
載
と
し
て
欠
け
る
と
．
こ
ろ
は
な
い
。
 
 
 

け
だ
し
、
法
人
税
法
第
一
三
〇
条
琴
一
項
は
、
青
色
申
告
書
に
か
か
る
更
正
に
つ
い
て
、
そ
の
更
正
の
理
由
を
附
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 
 

と
定
め
て
い
る
が
、
同
条
項
は
、
本
件
に
お
け
る
よ
う
に
、
帳
簿
書
類
の
記
帳
自
体
に
虚
偽
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
記
帳
を
前
提
と
し
 
 

て
、
原
告
の
判
断
が
誤
り
で
あ
る
と
し
て
更
正
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
判
断
が
誤
っ
て
い
る
と
認
定
し
た
理
由
ま
で
附
記
す
る
こ
と
を
求
め
た
 
 

も
の
で
は
な
い
。
 
 
 

本
件
に
お
い
て
は
、
更
正
の
理
由
は
、
損
金
計
上
の
許
否
に
か
か
る
法
律
的
問
題
で
あ
り
、
被
告
ほ
、
更
正
通
知
書
に
そ
の
更
正
の
対
象
を
 
 

特
定
し
、
本
件
建
築
視
察
旅
行
費
が
損
金
に
計
上
し
得
な
い
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
理
由
附
記
の
不
備
の
違
法
は
な
 
 

ヽ
 
0
 
 

－
∨
 
 二

 
旅
行
費
用
の
損
金
性
に
つ
い
て
 
 
 

原
告
の
帳
簿
書
類
等
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
本
件
旅
行
は
、
そ
の
目
的
、
旅
行
先
、
旅
行
経
路
、
旅
行
期
間
お
よ
び
旅
行
中
取
締
 
 

役
A
が
行
な
っ
た
行
動
等
か
ら
し
て
、
観
光
を
主
た
る
目
的
と
す
る
一
般
の
観
光
旅
行
の
域
を
出
な
い
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
ず
、
原
告
の
業
 
 
 

青
色
申
告
に
対
す
る
更
正
の
理
由
附
記
と
海
外
渡
航
費
の
損
金
性
 
 



務
の
遂
行
上
必
要
な
も
の
と
は
到
底
認
め
ら
れ
な
い
。
 
 
 

し
た
が
っ
て
、
原
告
が
支
出
し
た
旅
行
費
用
五
六
万
円
は
、
原
告
が
取
締
役
A
に
賞
与
を
支
給
し
た
も
の
に
は
か
な
ら
ず
、
損
金
に
算
入
す
 
 

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
 
 
 

〔
判
旨
〕
 
 
 

原
告
の
請
求
を
棄
却
。
 
 

一
更
正
の
理
由
附
記
に
つ
い
て
 
 
 

ぃ
 
法
人
税
法
第
一
三
〇
条
第
二
項
が
更
正
に
理
由
附
託
を
命
じ
て
い
る
趣
旨
は
、
青
色
申
告
書
提
出
の
承
認
を
受
け
た
納
税
義
務
者
 
 
 

は
、
大
蔵
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
の
帳
簿
書
類
を
備
え
つ
け
て
そ
れ
に
記
帳
す
べ
き
義
務
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
申
告
に
か
か
る
 
 
 

所
得
の
計
算
が
右
の
法
定
の
帳
簿
書
類
に
よ
る
正
当
な
記
載
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
限
り
、
そ
の
帳
簿
の
記
載
を
無
視
し
て
更
正
す
る
こ
と
 
 
 

が
な
い
旨
を
納
税
義
務
者
に
対
し
て
保
障
す
る
（
同
条
第
一
項
）
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
更
正
通
知
書
に
附
記
す
べ
き
理
由
も
、
帳
簿
と
 
 
 

の
関
連
に
お
い
て
い
か
な
る
理
由
に
よ
っ
て
更
正
す
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
程
度
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
 
 
 

回
 
し
た
が
っ
て
、
帳
停
の
記
帳
自
体
の
信
憑
性
に
つ
い
て
問
題
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
記
帳
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
記
帳
に
か
 
 
 

か
る
費
用
が
損
金
に
該
当
し
な
い
と
し
て
更
正
す
る
場
合
に
は
、
帳
簿
の
ど
の
費
用
が
右
に
該
当
す
る
か
を
特
定
す
れ
ば
足
り
、
何
故
そ
の
 
 
 

費
用
を
損
金
と
認
め
な
か
っ
た
か
そ
の
認
定
の
理
由
ま
で
附
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
趣
旨
と
解
す
べ
き
で
は
な
い
。
 
 
 

川
 
本
件
に
お
い
て
は
、
夏
期
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
建
築
視
察
旅
行
費
用
五
六
万
円
と
の
帳
簿
の
記
帳
自
体
に
ほ
問
題
が
な
く
、
右
費
用
を
原
告
 
 
 

が
研
究
費
と
し
て
損
金
に
算
入
し
た
た
め
に
、
被
告
が
そ
れ
を
否
認
し
た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
際
、
夏
期
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
建
築
視
察
旅
 
 
 

行
費
用
と
特
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
被
告
が
右
に
つ
き
、
損
金
と
認
め
な
い
理
由
を
附
託
し
な
か
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
本
件
更
正
処
 
 

青
色
申
告
に
対
す
る
更
正
の
理
由
附
記
と
海
外
渡
航
費
の
損
金
性
 
 
 



分
が
違
法
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。
 
 

二
 
旅
行
費
用
の
損
金
牲
に
つ
い
て
 
 
 

本
件
旅
行
費
用
は
、
そ
の
旅
行
内
容
か
ら
し
て
、
原
告
の
業
務
の
遂
行
上
必
要
な
費
用
と
は
解
さ
れ
ず
、
そ
の
支
出
は
取
締
役
A
に
対
す
る
 
 

賞
与
と
し
て
支
出
し
た
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
 
 
 

〔
評
釈
〕
 
 
 

本
件
の
争
点
は
、
青
色
申
告
書
に
対
す
る
更
正
の
理
由
附
記
の
問
題
と
、
い
わ
ゆ
る
海
外
渡
航
費
の
損
金
性
の
問
題
で
あ
る
。
 
 

一
更
正
の
理
由
附
記
に
つ
い
て
 
 
 

Ⅲ
 
判
旨
一
の
Ⅲ
は
、
青
色
申
告
書
に
対
す
る
更
正
の
理
由
附
記
の
趣
旨
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
ほ
、
す
で
に
確
立
 
 
 

し
て
い
る
判
例
と
し
て
、
最
高
裁
第
二
小
、
昭
和
三
八
・
五
二
三
お
よ
び
同
第
二
小
、
昭
和
三
八
・
一
二
二
三
が
あ
り
、
本
判
決
は
、
 
 
 

こ
の
両
判
決
の
判
旨
と
基
本
的
に
執
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
判
旨
一
の
糾
の
前
半
部
は
昭
和
三
八
・
五
二
三
の
最
高
裁
 
 
 

判
例
の
考
え
方
を
、
後
半
の
「
帳
簿
と
の
関
連
に
お
い
て
」
以
降
の
部
分
は
、
昭
和
三
八
二
二
二
石
の
最
高
裁
判
例
の
考
え
方
を
踏
襲
 
 
 

し
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 
 
 

な
お
、
こ
の
点
に
関
し
て
若
干
表
現
を
異
に
す
る
判
決
と
し
て
、
最
高
裁
第
三
小
、
昭
和
四
二
・
九
二
二
が
あ
り
、
同
判
決
に
お
い
て
 
 
 

は
理
由
附
記
の
趣
旨
に
つ
い
て
、
「
帳
簿
書
類
に
基
づ
く
実
額
調
査
に
よ
ら
な
い
で
更
正
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
保
障
し
て
い
る
」
こ
と
 
 
 

と
関
係
づ
け
て
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
さ
き
に
掲
げ
た
二
判
例
の
判
旨
も
、
こ
の
帳
簿
調
査
の
保
障
と
の
関
連
か
ら
導
か
れ
た
も
の
で
 
 
 

あ
る
と
解
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
 
 
 

最
高
裁
判
例
（
昭
和
三
八
・
五
・
三
一
）
に
お
い
て
は
、
一
般
に
、
行
政
処
分
に
理
由
附
記
を
要
求
す
る
法
の
趣
旨
に
つ
い
て
、
「
処
分
庁
 
 
 

青
色
申
告
に
対
す
る
更
正
の
理
由
附
記
と
海
外
渡
航
費
の
換
金
性
 
 



の
判
断
の
慎
重
・
合
理
性
を
担
保
し
て
そ
の
悪
意
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、
処
分
の
理
由
を
相
手
方
に
知
ら
せ
て
不
服
の
申
立
に
便
宜
を
与
 
 

え
る
」
も
の
と
述
べ
、
理
由
附
記
の
程
度
に
つ
い
て
は
、
「
処
分
阻
性
質
と
理
由
附
託
を
命
じ
た
法
律
の
趣
旨
・
目
的
に
照
ら
し
て
こ
れ
を
 
 

決
定
す
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
法
人
税
法
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
の
更
正
処
分
に
つ
い
て
理
由
附
記
を
命
じ
て
い
る
わ
 
 

け
で
な
く
、
青
色
申
告
の
場
合
に
限
っ
て
理
由
を
附
託
す
べ
き
も
の
と
し
て
い
る
こ
と
、
青
色
申
告
書
提
出
の
承
認
を
受
け
た
者
に
限
り
、
 
 

一
定
の
帳
簿
書
類
の
作
成
、
備
付
を
義
務
づ
け
、
そ
の
備
付
を
欠
く
場
合
に
は
青
色
申
告
の
承
認
を
取
消
す
べ
き
も
 

ま
た
第
三
一
〇
条
の
第
一
項
に
お
い
て
帳
簿
調
査
を
保
障
し
、
同
一
法
条
の
第
二
頓
に
お
い
て
理
由
附
記
を
命
じ
て
い
る
こ
と
等
を
勘
案
す
 
 

れ
ば
、
こ
の
判
旨
一
の
い
に
つ
い
て
は
、
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

伺
 
判
旨
一
の
伺
は
、
理
由
附
記
の
程
度
を
述
べ
る
に
当
っ
て
、
「
帳
簿
の
記
帳
自
体
の
信
憑
性
に
つ
い
て
問
題
が
あ
る
わ
け
で
は
な
 
 

く
、
そ
の
記
帳
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
記
帳
に
か
か
る
費
用
が
損
金
に
該
当
し
な
い
と
し
て
更
正
す
る
場
合
に
は
」
と
限
定
し
、
更
正
処
分
 
 

の
態
様
に
は
、
本
件
の
よ
う
な
場
合
（
以
下
、
本
稿
に
お
い
て
、
「
帳
簿
の
記
載
を
否
定
し
な
い
場
合
」
と
い
う
。
）
と
、
 

（
以
下
本
稿
に
お
い
て
、
「
帳
簿
の
記
載
を
否
定
す
る
場
合
」
と
い
う
。
）
と
の
区
分
が
あ
り
得
る
こ
と
を
示
唆
し
、
前
者
の
場
合
の
理
軋
附
 
 

託
は
、
帳
簿
の
項
目
を
特
定
す
れ
ば
足
る
と
し
た
も
の
で
、
こ
の
こ
と
を
、
前
述
の
青
色
申
告
書
に
対
す
る
更
正
の
理
由
附
託
の
趣
旨
か
ら
 
 

導
い
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
帳
簿
の
記
載
を
否
定
し
な
い
更
正
と
、
帳
簿
の
記
載
を
否
定
す
る
更
正
と
に
区
分
す
る
考
え
方
は
ヾ
帳
簿
の
記
載
事
項
の
持
つ
実
質
 
 

的
証
明
力
の
範
囲
に
着
目
し
た
考
え
方
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

す
な
わ
ち
、
正
規
の
帳
簿
書
類
に
、
あ
る
支
出
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
、
そ
の
支
出
が
納
税
者
の
負
担
に
お
い
て
支
出
さ
れ
た
こ
と
自
 
 

体
に
つ
い
て
は
、
帳
簿
は
相
当
高
い
証
明
力
を
有
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
特
定
の
支
出
が
損
金
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
は
、
法
 
 

青
色
申
告
に
対
す
る
更
正
の
理
由
附
記
と
海
外
渡
費
前
の
換
金
性
 
 
 



青
色
申
告
に
対
す
る
更
正
の
理
由
附
託
と
海
外
渡
航
費
の
換
金
性
 
 

二
六
六
 
 

の
適
用
を
ま
っ
て
決
定
す
べ
き
こ
と
が
ら
で
あ
り
、
そ
の
支
出
が
帳
特
に
記
載
さ
れ
た
だ
け
で
、
そ
れ
が
当
然
に
損
金
性
（
必
要
経
費
性
）
 
 

を
備
え
た
も
の
と
推
定
し
う
る
に
足
り
る
だ
け
の
機
能
を
、
帳
簿
は
有
し
て
い
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

ち
な
み
に
、
神
戸
地
裁
判
決
（
昭
和
三
五
・
六
・
六
 
行
集
一
一
－
六
一
七
四
九
頁
）
が
、
「
特
定
の
支
出
に
か
か
る
経
費
が
必
要
経
 
 

費
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
ほ
、
法
律
問
題
で
あ
っ
て
、
事
実
問
題
で
は
な
い
か
ら
、
裁
判
上
の
自
白
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。
」
と
し
て
い
る
 
 

の
は
、
こ
の
間
題
を
考
え
る
上
で
参
考
と
な
ろ
う
。
 
 
 

帳
簿
の
持
つ
証
明
力
が
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
課
税
庁
が
納
税
者
の
帳
簿
を
調
査
し
て
更
正
し
ょ
う
と
す
る
場
合
、
帳
簿
の
記
載
 
 

を
否
定
す
る
と
き
と
、
帳
簿
の
記
載
を
香
定
し
な
い
と
き
と
で
は
、
そ
の
理
由
附
託
の
程
度
に
は
、
お
の
ず
か
ら
差
異
が
あ
っ
て
然
る
べ
き
 
 

で
あ
ろ
う
。
帳
簿
の
記
載
を
否
定
す
る
更
正
の
理
由
附
託
に
は
、
帳
得
以
上
に
信
憑
力
の
あ
る
具
体
的
資
料
を
摘
示
し
て
、
処
分
の
具
体
的
 
 

根
拠
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
が
、
帳
簿
の
記
載
を
否
定
し
な
い
更
正
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
よ
う
に
詳
細
な
理
由
附
記
が
な
 
 

く
と
も
、
あ
え
て
違
法
と
い
う
に
ほ
当
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
帳
簿
の
記
載
を
否
定
す
る
更
正
と
、
帳
簿
の
記
載
を
否
定
し
な
い
更
正
と
を
区
分
し
て
考
え
る
立
場
に
立
っ
て
、
従
来
の
 
 

最
高
裁
の
判
例
を
み
る
と
、
昭
和
三
八
・
五
・
三
一
判
決
は
、
差
益
率
低
調
に
よ
る
基
本
金
額
の
修
正
（
売
上
過
少
に
よ
る
修
正
）
と
い
う
 
 

更
正
処
分
に
か
か
る
も
の
で
あ
り
、
昭
和
三
八
・
一
二
二
石
判
決
は
、
売
上
計
上
洩
加
算
と
い
う
更
正
処
分
に
か
か
る
も
の
で
あ
っ
て
、
 
 

い
ず
れ
も
帳
簿
の
記
載
を
否
定
す
る
更
正
に
か
か
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
判
例
は
、
理
由
附
記
の
程
度
に
つ
い
て
は
、
帳
簿
の
記
載
 
 

を
香
定
す
る
更
正
の
場
合
に
の
み
機
能
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
本
判
決
は
、
理
由
附
託
の
程
度
に
つ
い
て
、
具
体
的
場
合
を
分
け
て
論
じ
て
い
る
点
に
お
い
て
、
ま
さ
に
注
 
 

目
す
べ
き
判
決
と
い
え
よ
う
。
 
 
 



な
お
、
こ
の
点
に
関
連
し
て
な
さ
れ
た
判
決
と
し
て
本
判
決
よ
り
も
後
に
、
最
高
裁
第
二
小
、
昭
和
四
七
二
二
二
二
一
判
決
が
あ
る
の
 
 
 

で
、
簡
単
に
触
れ
て
み
た
い
。
 
 
 

こ
の
事
件
は
、
同
族
会
社
の
行
為
計
算
の
否
認
に
よ
り
、
借
地
権
の
価
額
相
当
額
の
金
額
を
認
定
加
算
し
て
更
正
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
 
 
 

「
建
物
譲
渡
損
の
否
認
金
五
入
七
、
五
九
四
円
、
建
物
の
譲
渡
益
金
一
二
、
四
〇
六
円
、
借
地
権
計
上
洩
金
三
、
三
〇
〇
、
0
0
0
円
、
寄
 
 
 

付
金
経
過
取
消
金
六
〇
三
、
〇
四
二
円
」
 
と
記
載
さ
れ
た
理
由
附
記
に
つ
い
て
、
第
一
審
、
第
二
審
の
判
決
は
、
不
備
の
違
法
が
あ
る
と
 
 
 

し
、
最
高
裁
も
、
こ
れ
を
支
持
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
上
告
審
判
決
は
、
上
告
人
（
課
税
庁
）
 
の
「
帳
簿
の
記
載
を
否
定
し
な
い
更
正
の
場
合
の
理
由
附
託
と
し
て
は
、
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
 
 
 

ろ
加
除
算
科
目
と
金
額
と
を
附
記
す
れ
ば
足
り
る
」
と
い
う
主
張
に
対
し
て
、
こ
れ
を
、
「
採
用
で
き
な
い
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
 
 
 

採
用
で
き
な
い
理
由
と
し
て
は
、
「
本
件
再
更
正
処
分
に
附
記
さ
れ
た
前
記
理
由
に
お
い
て
は
、
そ
も
そ
も
、
所
論
借
地
権
に
つ
い
て
帳
簿
 
 
 

の
記
載
に
誤
り
が
あ
る
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
所
論
の
よ
う
に
前
記
三
一
条
の
三
を
適
用
し
た
結
果
で
あ
る
の
か
さ
え
不
 
 
 

明
で
あ
る
か
ら
」
と
述
べ
て
お
り
、
換
言
す
れ
ば
、
こ
の
程
度
の
理
由
附
記
で
は
、
帳
簿
の
記
載
を
否
定
す
る
も
の
か
否
定
し
な
い
も
の
で
 
 
 

あ
る
の
か
さ
え
不
明
で
あ
る
か
ら
、
所
論
は
採
用
で
き
な
い
、
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
帳
簿
の
記
載
を
否
定
し
な
い
場
合
の
更
正
に
つ
 
 
 

い
て
の
上
告
人
の
主
張
の
理
論
自
体
ま
で
は
否
定
し
て
い
な
い
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
意
味
に
お
い
て
、
こ
の
最
高
裁
判
決
は
、
本
件
判
決
の
判
旨
に
直
ち
に
抵
触
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

伺
 
判
旨
一
の
伺
は
、
理
由
附
記
の
程
度
に
つ
き
、
判
旨
一
の
何
の
一
般
論
を
本
件
に
適
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

判
旨
一
の
何
の
立
場
を
と
る
限
り
、
判
旨
一
の
何
の
結
論
が
導
か
れ
て
く
る
の
は
、
特
に
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
 
 

二
 
海
外
渡
航
費
の
損
金
性
に
つ
い
て
 
 

青
色
申
告
に
対
す
る
更
正
の
理
由
附
記
と
海
外
渡
航
費
の
換
金
性
 
 
 



二
六
八
 
 

青
色
申
告
に
対
す
る
更
正
の
理
由
附
記
と
海
外
渡
航
費
の
換
金
性
 
 

田
 
判
旨
二
は
、
本
件
旅
行
費
用
の
損
金
性
に
つ
い
て
、
裁
判
所
が
認
定
し
た
事
実
に
基
づ
い
て
得
た
判
断
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
 

す
な
わ
ち
、
判
決
は
、
ま
ず
旅
行
の
目
的
を
検
討
し
、
表
的
に
、
従
業
員
個
人
の
素
養
を
高
め
る
目
的
の
旅
行
が
会
社
の
業
務
上
必
要
 
 

で
な
い
と
直
ち
に
は
言
え
ず
、
事
実
、
本
件
旅
行
に
お
い
て
も
、
そ
の
よ
う
な
目
的
を
漠
然
と
有
し
て
い
た
こ
と
は
う
か
が
え
る
と
し
な
が
 
 

ら
も
、
実
際
の
旅
行
内
容
（
旅
行
先
、
旅
行
経
路
、
旅
行
中
の
行
動
、
帰
国
後
の
報
告
等
）
か
ら
み
る
と
、
観
光
的
で
あ
っ
て
目
的
達
成
の
 
 

実
効
性
が
極
め
て
乏
し
い
こ
と
を
指
摘
し
て
、
判
旨
二
の
結
論
を
下
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
 

∽
 
昭
和
三
九
年
四
月
一
日
、
わ
が
国
が
I
M
F
（
国
際
通
貨
基
金
）
八
条
国
へ
移
行
し
た
こ
と
に
伴
い
、
貿
易
外
支
払
の
自
由
化
の
一
 
 

環
と
し
て
観
光
渡
航
が
自
由
化
さ
れ
て
以
来
、
本
件
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
形
式
の
海
外
渡
航
が
、
法
人
の
役
員
、
従
業
員
の
間
で
数
多
く
実
 
 

施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
渡
航
費
用
の
損
金
性
が
問
題
と
さ
れ
る
事
例
も
多
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
 
 

本
判
決
は
、
そ
の
よ
う
な
海
外
渡
航
費
の
損
金
性
を
個
別
に
判
断
す
る
た
め
の
事
実
認
定
の
仕
方
に
お
い
て
、
参
考
と
な
る
も
の
が
あ
る
 
 

と
い
え
よ
う
。
 
 

回
 
そ
も
そ
も
、
法
人
税
法
第
二
二
条
第
三
項
は
、
法
人
の
所
得
の
計
算
上
、
損
金
に
算
入
す
べ
き
費
用
と
し
て
、
販
売
費
、
一
般
管
理
 
 

費
そ
の
他
の
費
用
（
債
務
の
確
定
し
た
も
の
）
を
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
費
用
ほ
、
客
観
的
に
事
業
活
動
上
の
必
要
経
費
に
当
た
る
も
 
 

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

こ
れ
を
海
外
渡
航
費
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
そ
の
渡
航
費
用
が
損
金
に
算
入
さ
れ
る
た
め
に
は
、
糾
そ
の
海
外
渡
航
が
会
社
の
業
務
の
遂
行
 
 

上
必
要
な
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
∽
そ
の
支
出
額
が
通
常
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
金
額
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
高
松
地
裁
、
昭
和
三
 
 

三
∴
一
〇
・
一
一
判
決
「
旅
費
の
換
金
性
に
つ
い
て
」
）
。
 
 
 

ま
た
、
本
件
旅
行
の
よ
う
な
団
体
旅
行
の
場
合
で
も
、
そ
の
参
加
費
用
の
損
金
性
の
判
断
は
、
本
来
、
参
加
者
個
々
の
実
情
に
基
づ
い
て
 
 
 



行
な
う
べ
き
で
あ
り
、
団
体
旅
行
の
共
通
性
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
参
加
者
に
対
す
る
税
務
上
の
処
理
の
権
衡
を
図
る
目
安
と
は
な
っ
て
 
 

も
、
検
討
の
結
果
の
判
断
を
、
直
ち
に
参
加
者
す
べ
て
に
機
械
的
に
適
用
す
べ
き
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
 
 

川
 
本
判
決
は
、
原
告
会
社
の
取
締
役
の
海
外
渡
航
に
つ
い
て
、
そ
の
目
的
と
実
際
の
内
容
を
、
原
告
会
社
お
よ
び
参
加
者
個
人
の
実
情
 
 

に
基
づ
い
て
検
討
し
、
そ
の
結
果
、
会
社
の
業
務
の
遂
行
上
必
要
で
な
い
も
の
と
判
定
し
、
そ
の
渡
航
費
用
の
全
額
に
つ
い
て
、
損
金
算
入
 
 

を
認
め
な
か
っ
た
も
の
で
、
判
旨
に
は
賛
成
で
あ
る
。
 
 

な
お
、
こ
の
よ
う
に
結
論
し
た
本
判
決
が
、
そ
の
支
出
額
に
つ
い
て
、
通
常
必
要
と
み
ら
れ
る
金
額
の
範
囲
内
で
あ
る
か
ど
う
か
の
検
討
 
 

に
立
ち
入
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
当
然
と
い
え
よ
う
。
 
 

青
色
申
告
に
対
す
る
更
正
の
理
由
附
託
と
海
外
渡
航
費
の
換
金
性
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